
RF(ラジオ波）とは  
Radio Frequencyはラジオ波と日本語で訳されている電磁波の一種です。電気工学における定義では、無線通信用に利用される電波（10kHz
～100GHz）のことを言います。 電波はその周波数から長波・中波・短波・超短波・極超短波・ミリ波に分けることができ、テレビ放送の電波は
超短波（30～300MHｚ）を利用し、携帯電話には極超短波（300MHz以上）が利用されています。また、極超短波はMicro Wave(マイクロ波)の
領域があり、電子レンジなどに利用されています。 医学分野で利用されているラジオ波は300kHz～6MHzの高周波です。一時期騒がれた人
体への影響のある携帯電話などの電磁波よりも波長が長く、周波数が低いのが特徴です。  

 
 
 
 
 
 
 
 

RFの安全性について  
RF(ラジオ波)は電磁波の一部ですが、マイクロ波とは特性が違います。 
マイクロ波は携帯電話や電子レンジに利用される電波で、RFよりも短い波長で光と同様に自由に伝播します。また、マイクロ波は皮膚に含ま
れている水分によって発熱（加熱）されるため、瞬間的に加熱を起こす恐れもあります。  
RFよりも短い波長のためDNAの分子に入り込み電離作用によってDNAを損傷させる危険性があります。RFは電極を皮膚に接触させることに
よって体内に導入する事ができ、水よりも脂肪組織やコラーゲンへ作用し発熱（加熱）します。 また、波長が長いことによってDNAの分子には
入ることが出来ないため、DNA損傷の危険性はありません。 
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RF(ラジオ波）の特長  
RF（ラジオ波）は電極間の最短距離を流れようとする特長があります。電極間を放射線状に流れますが、放射線の幅は電極間の二分の一になる
といわれています。RFを生体組織に流した場合にはRFの特長と生体組織の電気抵抗によってエネルギーの流れやすい部分が決まり、そこで発熱
するのがRFを利用した美容医療分野の治療機の特長です。 
RFを使った治療機には大きく分けてモノポーラ方式とバイポーラ方式の2つがあります。 

モノポーラ方式は治療チップから高周波を体内に導入し、別の部位に設置した対極板をアースとして使い高周波を流すタイプです。モノポーラ方
式は電極を大きくするかRFエネルギーを強くすることで皮膚深部に発熱させることができるのが特長です。 
バイポーラ方式は2つの電極から高周波を皮膚に流すタイプです。バイポーラ方式は電極の間隔によって皮膚の深達度が変わりますが、電極が
皮膚に密着しやすいためヤケドなどの危険性がありません。 
 
 
 
      
 
 
 
 

 
なぜ発熱するのか？  
解りやすく言ってしまうと電子レンジの理屈と同じです。 RF（ラジオ波）は他の電磁波と同じように周波数という波を持っています。この波の振動が

体内に含まれる分子を振動させ、分子同士が擦れることによって摩擦熱を発生させます。周波数が高いほど分子を振動させる力も強く、電波の
流れる量が多いほど熱の発生も多くなります。 （RF）電流を人体に通すこと、生体細胞内から（+）イオンと（－）イオンが押したり引っ張る分極運動
をしこの際、細胞組織内ではRF電流によるジュール熱が発生します（体内温度を５℃前後上昇）。このジュール熱を深部熱といいます。 
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≪効果≫ 
ＲＦラジオ波 

コラーゲン 

生成 

脂肪分解
作用 

むくみ 

除去 

セルライト 

除去 

セルライトの分解を促進 
 

温熱効果によりセルライトを分解促進し
ます。皮膚のデコボコがなくなるのが目

に見えてわかります 

 
脂肪を分解し引き締め効果 

 

リパーゼを活性化し脂肪の分解を促進
しジュール熱により硬くなっている細胞
や周辺をほぐしやすい環境を作ります。 

 

 
 

冷え性・むくみを改善 
 

温熱効果により血液の循環をスムーズに
することで冷え性やむくみが改善されます 

 
 

コラーゲンに体の内側から発生する熱を加え一時的に細胞
を収縮させます。細胞が収縮したことによって皮膚の再生機
能が高まりコラーゲンを作りだす数が増えます。これは切り傷
やすり傷が自然に治るのと同じ原理です。皮膚の再生機能
が高まることはコラーゲンの数が増えるだけでなく、皮膚内部
の新陳代謝が活性化することにもなります。その結果、皮膚
のはりがでるだけでなく、きめの細かい肌に代わってきます。 
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ラジオ波の温熱療法 
電気エネルギーを加える度に身体の組織を構成する分
子は、電流の変化する方向に移動し始め分子同士が摩
擦を起こします。 

人体で熱が発生するのは分子と分子が移動したり、ねじ
れたり、衝突することで起こります。   施術部位の温
度は、５度～７度上昇、代謝率は２倍～３倍増加 します。 

≪特記すべき点と効果のまとめ≫ 
 

低体温によって引き起こされていた症状が改善 
 血行やリンパの流れを促進・活性酸素を除去・蓄積した水分や  
 脂肪の除去・自律神経や中枢機能の活性化・老廃物の排泄・ 
 セルライトの改善。 

 

こんな方におすすめ 
 施術中身体があたたまるので、日頃汗をかいてない方、運動が  
 嫌いな方、冷え性の方 RFで身体を温めた後は脂肪が燃えや 
 すくなっているので、運動と併用すると効果倍増です。 

 

ラジオ波トリートメント 
 高周波による温熱効果で、セルライトの深層部にまで熱が伝わ 
 り除去し、さらにコラーゲンに働きかけコラーゲンを増幅し、血 
 液の流れが良くなることで、老廃物や余分な脂肪を代謝しやす 
 い状態にします。 
 この流れによって代謝の促進・血液・リンパの流れの促進内分 
 泌系の調整や免疫系の活性化・自律神経の活性化など様々な 
 美容効果も期待できます。 
 
 ＲＦはみるみるうちに効果を実感することができます。 

重要POINT 

ラジオ波の体感は気温・体温・部位・肌表面環
境・脂肪層の厚みなどにより、かなりの体感差 
があります。温熱を感じづらい部位ほど冷えか
ら来る脂肪層の厚みが顕著な部位になります。 
温熱を感じるようになることが、改善の第一歩
です。 
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肌に短く強い特殊パルス電流（バースト波）を与えることで、細胞膜に
一時的に親水性のチャンネルを形成し、高分子成分を含む水溶性
成分を導入する方法です。この特殊パルスは従来のイオン導入とは根
本的に異なります。従来のイオン導入は、電気の極性によって反発の力
を利用し美容成分を導入するという構造でしたが、ベラフューズは「親水
性チャネル形成」という医療技術を元に開発された新しい導入法です。
一般的にバリヤゾーンを通過できる分子量は3,000以下とされてイオン導
入でも入りにくかったのですが、エレクトロ導入では分子量30,000以上 の
高分子を導入できます。 

親水性チャネル形成とは・・・ 
1970年代にドイツの科学者が、早い電気パルスを送ると細胞膜に
一時的に穴が開くことを発見しました。 

これにより電気と遺伝子治療を組み合わせた新しい医療技術とし
て広く利用されてきました。その後2003年にアメリカの博士が細胞

膜の水チャネルを発見しノーベル化学賞を与えられました。細胞膜
を形成するリン脂質二重層は基本的に水を通過させませんが、電
気パルスにより一時的に位置が変わると、細胞膜に親水性チャネル
が形成されます。その結果、通常では細胞に入ることができない親
水性の分子や、高分子の有効成分が細胞膜を通過することがで
きるようになりました。 

■親水性チャンネル形成で浸透力アップ！ 

※1.分子量30,000以上の高分子・・・コラーゲン/ヒアルロン酸など 

エレクトロ導入とは・・・ 

ベラフューズはこのエレクトロ導入を行いながら表情筋の引き締めが行えるパ
ルス波形を織り込み同時にトリートメントができる機能を開発しました。 
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【他社エレクトロ導入に使われているバースト波形】 【ベルフューズのバースト波オリジナル波形】 

他社製品に使われている一般的なバースト波形は、急激な立ち上がりによる肌への衝撃や、髭状のスパイク電圧によるチクチク感が問題です。
これに対しオリジナル波形は、緩やかに振幅を大きくし、設定値に達してからはしばらく電圧を維持し止めます。この様に全体的に制御した波形を
供給する事で、急激な立ち上がりやスパイク電圧による不快感を無くしました。そして有効なパルスのみを継続的に発生する様にしています。 

【さらに浸透度を上げるために開発したバースト波形】 
50Hz 

2000Hzの波で50Hzの波を作り更に2000Hz の中
100000Hzの波形を入れることに成功 

2000Hz  100000Hz 

バースト波 
パルス波 

【さらに表情筋運動を起こし小顔になるために開発したパルス波形】 
50Hz 

定期的にパルス波形を入れることに成功 

2000Hz 
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光とは・・・ 

光とは様々な波長から成り立っています。ごく一部の380nmから780nmの間を可視光線といい、人間の目でとらえる
ことのできる範囲になります。それぞれの波長が人間に対して様々な作用を起こします。 
ベルフューズはその中で3つの波長に起こる作用を利用して商品化しています。 

近赤外線ＬＥＤとは・・・ 830nm  
 
近赤外線は波長は赤色の可視光線に近い波長を持つ。性質も可視光線に近い特性を持つため「見えない光」です。近赤外線は細胞自体を若返らせ
る効果があります。特に筋肉に有効で根本的な若返りを行う有効な手段です。実際の作用としては、『筋繊維芽細胞』に強く作用します。 『筋繊維芽細胞』

は筋肉を作る細胞で、これを活性化することで若い筋肉が生まれ素晴らしい若返り効果を発揮します。筋肉が若返ることで、リフトアップに絶大な効果を発揮し
ます。                                                                                
※目で見ることは出来ませんが携帯のカメラやデジタルカメラの画面で確認することができます。 

 
 

 

 
 
  
   
      青色LEDが、ニキビの主な原因であるアクネ菌を殺菌することでニキビを治療し、美しい肌を取り戻します。「ポルフィリン」という特定の光に反応する 
  光感受性物質を含むアクネ菌。（青色ＬＥＤの光が当たるとポルフィリンが化学反応し、大量の活性酸素が発生しアクネ菌は酸化されて消滅します。 
  このブルーセラピーには過剰に分泌する皮脂を抑える働きもあります。 

 
  

青色ＬＥＤとは・・・ 460nm 

赤色ＬＥＤとは・・・  630nm 
 
 
 

 

赤色LEDの長い波長は、真皮層まで浸透して繊維芽細胞を増やします。加齢とともに減少する繊維芽細胞が増えることで、肌の活性化コラーゲン

やエラスチン・ヒアルロン酸の生成・肌のターンオーバーの促進・新陳代謝の改善を促します。そのことで毛穴の改善・しわ・たるみ・ホウレイ線・く
すみを改善し、肌のハリ・ツヤ・キメを持たせ、悩みを抱える肌を美肌へと導いてくれます。 
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Nominal
Wavelength

(nm)

Cell Types / action

Mast MacrophageLeukocyte Fibroblast Fibro~ Myo Osteoblast

630~ 670

790

830

904

1 064

10 600

? ?

?

? ? ??

? ? ??

? ?

脂肪細胞 白血球 貧食細胞 繊維芽細胞 筋繊維
芽細胞 

骨芽細胞 

近赤 
外線 

 

（＋3）が最高値。その細胞に対しての作用が強いことを示しています。 
                                  ※この表は青色ＬＥＤは含まれておりません。 

海外の医療機メーカーが皮膚に対する効果を波長
別に計測したデーター 

赤色 
ＬＥＤ 

 

秘 

-8- 



•エレクトロ導入メニュー 

• 10分自動タイマー ＥＰ 

•ラジオ波メニュー 

• 10分自動タイマー ＲＦ 

•レッドライト＋近赤外線メニュー 

• 10分自動タイマー ＬＥＤ 1 

•ブルーライト 

• 10分自動タイマー ＬＥＤ 2 

•レッド＋ブルー＋近赤外線メニュー 

• 10分自動タイマー ＬＥＤ 3 

エレクトロ導入で一部位につき10分間 

ラジオ波で一部位につき10分間 

ＬＥＤ1・2・3のいずれかを 

目的に合わせ選択し 

10分間行う 

エレクトロ導入とラジオ波メニューは同日には行わないでください。 

エレクトロ導入の後にＬＥＤ、ラジオ波の後にＬＥＤ、の順序になり一日おきに行ってください。
両メニューとも3日に一度のペースでトリートメントを行うのが理想的です。 

メニュー内容解説 トリートメントを行う順序 本体印字名 

※施術中にタイマーが半分に達したときに『ピッ』音でお知らせします。 

施術方法について 
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専用ゲル『マルチビューティーゲル』の主たる成分と効果 

※ピュアコラはアレルギー等を引き起こ
す抗原性部位(テロペプチド)がまったく

存在しないため、肌が弱い方でも安心し
てご使用いただけます。 

ホスファチジルコリンはレシチン（大豆抽
出エキス）という体内に含まれるリン脂質
の一種で、古くから高脂血漿の治療薬と
して使用され、その脂肪分解作用を部分
やせに応用しています。脂肪を確実に分
解し血流に乗せ尿や便として排泄します。
また、脂肪分解を促進する、ホスファチジ
ルコリン（高純度レシチン）はお肌の老廃
物を取り除き脂肪細胞を小さくする為、
『たるみ』『リフティング』に最適な成分で
す。 

カフェインによって※ｃＡＭＰを脂肪分解
のために働かせ、体内に蓄積されていた
脂肪の分解が促され、血液中に脂肪酸
（憎い脂肪の主成分）が放出されます。運
動することにより脂肪酸がエネルギーとし
て体外に放出されるという仕組みになっ
ていますが、この理論に基づいて、カフェ
インを摂取した後に運動をすると、効率良
く脂肪が燃えることとなり、痩身効果が期
待できるというのがその説。お風呂やサ
ウナの前に実践してみる価値はありそう
です。カフェインには暑気当たりを防ぎ、
また時には、身体を温める効果もありま
す。これは、カフェインの血流促進作用に
よるものと言えるでしょう。 

スフィンゴ脂質(セラミド)は水に溶けない

脂質部分と水に溶けやすい水溶性部分
とを合わせもつ物質で、人間の身体にも
豊富に存在します。二つの全く違ったもの
が一つの分子になっており、またその機
能が分からなかったことから、スフィンク
スになぞらえスフィンゴ脂質と命名されて
います。生物の細胞膜の構成成分である
ばかりではなく、近年の研究から、遺伝子
やたんぱく質の働きを制御する重要な物
質であることが分かってきました。よって
スフィンゴ脂質は特に肌の保湿作用が高
い成分です。 

セラミド３は角質層の細胞間脂質に存在
する物質で、主に皮膚のバリア機能を高
める働きをします。肌内部のバリア機能と
して水分保持機能を有し、ドライスキンや
アトピーなどに効果があるといわれてい
ます。 

【アルギニン】がラジオ波との相乗効果を
発揮 

アルギニンが持つ効果はコラーゲンの生
成促進です。肌の弾力、保湿力、張りな
どを保つのに必要とされる、コラーゲンの
生成を促進するということは、アンチエイ
ジングに大きく貢献するということになり
ます。これらの働きから、アルギニンは
「超アミノ酸」「スーパーアミノ酸」と呼ばれ
ていますが「若返りアミノ酸」としても世界
的に大変注目されている成分です。 

ラジオ波にもコラーゲンを作る作用があり
アルギニンとの併用でさらに効果的です。 

マルチ
ビュー

ティーゲル 

ピュア   
コラーゲン 

ホスファチ
ジルコリン 

カフェイン 

セラミド３ 

スフィン
ゴ脂質 

アルギ  
ニン 

 
 

肌の張り＆
シワの改善 

 
 

脂肪分
解＆代
謝促進 

脂肪分解促
進＆引き締
め効果 

コラーゲン生成
による弾力＆
保湿・張り 

潤い保持 
＆補給 
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